
脳
が
ど
ん
な
活
動
を

脳
が
ど
ん
な
活
動
を

し
て
い
る
か
示
す
画

し
て
い
る
か
示
す
画

像像

Ｂ
Ｍ
Ｉ
研
究
に

Ｂ
Ｍ
Ｉ
研
究
に

多
用
さ
れ
て
い
る

多
用
さ
れ
て
い
る

時 刻 は
開始予定
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木曜日 赤口

４州編入支持87～99％
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ウクライナ東部、南部

の計４州のロシア支配地

域で親ロシア派が強行した「住民

投票」は 日、終了した。ロシア

メディアによると、親ロ派は 日

までに ～ ％がロシアへの編入

を支持したとの暫定集計結果を発

表。４州の親ロ派トップがモスク

ワを訪れて編入を要請、プーチン

大統領が踏み切るとみられる。南

部２州の親ロ派がウクライナから

の「独立宣言」をする事態も想定

される。

２ 人材育成に５年で１兆円

３ 認知症新薬 悪化を抑制

４ パイプラインでガス漏れ

鉄道文化むら初の値上げ

殺害の男性 盗難被害か

新ワクチン集団接種開始
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安
中
市
の
旧
松
井
田
西

中
の
教
室
に
、
約
２
６
０

０
点
の
書
籍
や
古
文
書
、

複
写
資
料
、
写
真
ア
ル
バ

ム
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。

碓
氷
関
所
や
碓
氷
安
中
地

域
の
歴
史
に
関
す
る
資
料
で
、
す
べ

て
市
文
化
財
調
査
委
員
な
ど
を
務
め

た
故
佐
藤
義
一
さ
ん
が
集
め
た
も
の

だ
▼
佐
藤
さ
ん
は
旧
松
井
田
町
内
の

小
中
学
校
で
図
工
や
社
会
を
教
え
た

後
、
町
誌
や
市
誌
の
編
さ
ん
、
文
化

財
の
調
査
保
全
に
携
わ
っ
た
。
教
員

時
代
か
ら
郷
土
の
歴
史
に
興
味
を
持

ち
、
旧
家
を
訪
ね
て
古
文
書
や
古
地

図
、
絵
図
な
ど
を
収
集
。
原
本
を
入

手
で
き
な
い
も
の
は
、
丹
念
に
書
き

写
し
た
▼
昨
年
３
月
に
亡
く
な
る

と
、
遺
族
は
資
料
を
碓
氷
関
所
保
存

会
に
託
し
た
。
保
存
会
は
「
佐
藤
義

一
記
念
文
庫
」
と
名
づ
け
、
１
年
近

く
か
け
て
分
類
・
整
理
。
８
月
末
、

半
数
程
度
を
初
め
て
一
般
公
開
し
た

▼
最
古
と
み
ら
れ
る
碓
氷
関
所
の
絵

図
、
皇
女
和
宮
が
１
８
６
１
（
文
久

元
）
年
に
坂
本
宿
に
宿
泊
し
た
際
の

宿
割
り
を
示
し
た
図
な
ど
を
展
示
。

公
開
日
は
わ
ず
か
４
日
間
だ
け
だ
っ

た
が
、
大
勢
の
市
民
ら
が
足
を
運
ん

だ
▼
保
存
会
の
佐
藤
健
一
会
長
は

「
碓
氷
の
歴
史
を
よ
り
広
く
、
よ
り

深
く
、
よ
り
正
し
く
知
る
こ
と
が
で

き
る
得
難
い
資
料
」
と
高
く
評
価
。

幅
広
い
人
に
活
用
し
て
ほ
し
い
と
、

主
に
市
民
を
対
象
に
貸
し
出
し
を
始

め
た
▼
同
市
は
関
所
跡
の
国
史
跡
指

定
を
視
野
に
周
辺
整
備
を
進
め
て
い

る
。
そ
し
て
来
年
は
開
設
４
０
０
周

年
。
地
域
を
見
つ
め
直
す
絶
好
の
機

会
と
な
る
。
碓
氷
安
中
を
愛
し
た
佐

藤
さ
ん
が
丁
寧
に
集
め
た
資
料
が
、

有
効
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
。
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☆
オ
ニ
ヤ
ン
マ
は
日
本
最
大
の
ト
ン
ボ

で
、
し
か
も
た
い
へ
ん
速
い
ス
ピ
ー
ド

で
飛
行
す
る
の
で
、
目
の
前
を
飛
ん
で

行
く
と
び
っ
く
り
し
ま
す
ね
。
（
鈴
）

お
に
や
ん
ま
わ
た
し
の
め
の
ま
え
と
ん
で
っ
た

（
前
橋
滝
窪
小
１
年

か
の
う
す
ず
ね
）

京
都
駅
か
ら
電
車
や
車
で
１
時

間
弱
。
京
都
、
大
阪
、
奈
良
の
３

府
県
に
ま
た
が
る
「
け
い
は
ん
な

学
研
都
市
」
に
、
国
際
電
気
通
信

基
礎
技
術
研
究
所
（
Ａ
Ｔ
Ｒ
、
京

都
府
）
は
あ
る
。

情
報
通
信
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
や
医

療
、
生
活
を
支
え
る
先
駆
的
で
独

創
的
な
研
究
を
目
的
に
、
１
９
８

６
年
に
設
立
さ
れ
た
。
音
声
翻
訳

電
話
、
脳
情
報
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
無

線
通
信
、
生
命
科
学
。
国
内
外
の

大
学
や
企
業
と
連
携
し
、
革
新
的

な
技
術
を
生
み
出
し
て
き
た
知
の

拠
点
は
、
む
し
ろ
国
外
に
名
高
い
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
や
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
を
は
じ
め
１

１
１
社
が
出
資
す
る
。

川か
わ

人と

光
男

。
Ａ
Ｔ
Ｒ
が
誇

る
二
つ
の
総
合
研
究
所
の
う
ち
、

脳
情
報
通
信
総
合
研
究
所
長
を
務

め
る
。

年
に
迎
え
ら
れ
、

年

余
り
。
最
先
端
の
中
軸
で
あ
り
続

け
る
。

前
任
地
は
大
阪
大
。
日
航
機
墜

落
事
故
で
死
亡
し
た
塚
原
仲な

か

晃
あ
き
ら

の
下
で
、
自
身
初
の
本
格
的
な
理

論
を
編
ん
だ
の
は
、
大
学
院
１
年

の
時
だ
っ
た
。
こ
れ
が
き
っ
か
け

で

〜

年
、
塚
原
研
究
室
の
助

手
を
し
た
。

「
脳
を
数
学
的
、
理
論
的
に
理

解
す
る
」
。
計
算
論
的
神
経
科
学

の
第
一
人
者
が
歩
み
始
め
た
、
原

点
の
場
所
だ
っ
た
。

ブ
レ
ー
ン
・
マ
シ
ン
・
イ
ン
タ

ー
フ
ェ
ー
ス
。
略
し
て
Ｂ
Ｍ
Ｉ
と

呼
ぶ
。
川
人
の
代
名
詞
と
称
さ
れ

る
こ
の
技
術
。
ひ
と
言
で
表
す
な

ら
、
人
間
の
脳
と
機
械
を
つ
な
げ

る
手
法
だ
。

意
識
で
き
な
い
自
ら
の
脳
波
を

視
覚
や
聴
覚
に
還
元
さ
せ
た
り

（
バ
イ
オ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
）
、

脳
に
残
る
痕
跡
を
生
じ
さ
せ
た
刺

激
を
解
読
し
た
り
（
デ
コ
ー
デ
ィ

ン
グ
）
。
Ｂ
Ｍ
Ｉ
の
源
流
に
つ
い

て
、
川
人
は
自
著
「
脳
の
情
報
を

読
み
解
く
」
（
朝
日
新
聞
出
版
、

２
０
１
０
年
）で
こ
う
説
明
す
る
。

米
国
を
中
心
に
１
９
６
０
年
代
か

ら
探
求
さ
れ
て
き
た
。

２
０
０
０
年
代
に
は
米
ブ
ラ
ウ

ン
大
が
、
脊
髄
損
傷
で
体
を
動
か

せ
な
い
患
者
の
脳
に
１
０
０
本
の

電
極
を
刺
し
、
画
面
上
の
カ
ー
ソ

ル
を
動
か
そ
う
と
考
え
た
際
の
神

経
細
胞
を
記
録
。
膨
大
な
こ
の
記

録
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
患
者
は

次
第
に
考
え
る
だ
け
で
カ
ー
ソ
ル

を
う
ま
く
動
か
せ
る
よ
う
に
な
っ

た
。川

人
は
、
率
い
る
Ａ
Ｔ
Ｒ
脳
情

報
研
究
所
で
開
発
し
て
き
た
Ｂ
Ｍ

Ｉ
の
基
盤
を
、
３
種
類
に
大
別
し

て
紹
介
す
る
。

脳
活
動
か
ら
「
心
の
中
」
を
予

測
す
る
デ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
発
展

系
が
一
つ
。
数
あ
る
神
経
細
胞
の

デ
ー
タ
か
ら
必
要
な
も
の
を
取
得

す
る
数
理
的
、
統
計
的
な
手
法
が

一
つ
。
も
う
一
つ
は
、
観
測
結
果

か
ら
元
の
物
理
現
象
を
推
し
量
る

技
術
だ
と
い
う
。や
や
専
門
的
に
、

そ
れ
ぞ
れ
、
機
械
学
習
、
特
徴
量

自
動
選
択
、
逆
問
題
と
呼
ぶ
。

よ
り
具
体
的
に
は
Ｂ
Ｍ
Ｉ
で
何

を
な
し
て
き
た
の
か
。

人
型
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｍ
Ｏ

（
ア
シ
モ
）
を
、
被
験
者
が
思
う

だ
け
で
自
動
制
御
し
た
。
患
者
が

念
じ
る
だ
け
で
義
手
を
動
か
し
た

（
い
ず
れ
も

年
。
前
者
は
ホ
ン

ダ
や
島
津
製
作
所
と
、
後
者
は
大

阪
大
や
東
京
大
と
共
同
）
。
手
が

け
た
成
功
例
は
枚
挙
に
い
と
ま
が

な
い
。

米
国
に
い
る
サ
ル
の
脳
と
、
Ａ

Ｔ
Ｒ
の
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
を
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
結
び
、
歩
行
運
動
を

同
期
さ
せ
た
。
こ
ん
な
Ｓ
Ｆ
の
よ

う
な
実
例
で
さ
え

年
に
実
現
さ

せ
て
い
る
。

こ
う
し
た
技
術
の
根
本
に
計
算

論
的
神
経
科
学
は
あ
る
。
む
し
ろ

こ
れ
か
ら
、
世
に
さ
ら
に
影
響
を

与
え
得
る
と
い
う
。

人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
を
支
え
る

デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
深
層
学

習
）
は
そ
の
一
例
。
「
神
経
細
胞

の
構
造
を
模
し
た
『
ニ
ュ
ー
ラ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
と
い
う
数
理
モ

デ
ル
か
ら
出
て
き
た
技
術
で
す
」。

川
人
は
続
け
る
。
「
学
問
で
も
確

立
さ
れ
た
分
野
に
な
り
ま
し
た

が
、
実
際
に
社
会
を
変
え
得
る
と

い
う
意
味
で
、
な
お
進
歩
す
る
」

そ
も
そ
も
基
礎
研
究
自
体
が
網

羅
的
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
的
に
な
っ

た
と
川
人
は
認
め
る
。

「
何
か
ら
何
ま
で
、
調
べ
尽
く

す
。
神
経
細
胞
の
結
合
を
全
て
明

ら
か
に
し
よ
う
と
か
。
ブ
ル
ド
ー

ザ
ー
的
な
、
ビ
ッ
グ
ス
ケ
ー
ル
の

流
れ
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
支
え

る
の
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
イ
エ

ン
ス
の
発
展
。
だ
か
ら
こ
そ
理
論

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
ま
た
、
大

切
に
な
っ
て
い
く
ん
で
す
け
ど
」

塚
原
は
、
と
川
人
。
「
こ
う
し

た
神
経
科
学
の
爆
発
的
な
進
展

を
、
い
わ
ば
全
て
予
見
し
て
お
ら

れ
た
先
生
で
す
ね
」

（
敬
称
略
）

加
速
度
的
に
拡
張
す
る
神
経
科

学
の
技
術
や
世
界
に
迫
る
。

（
次
回
か
ら
社
会
面
）

脳
科
学
の
理
論
や

数
学
の
分
野
が
世
の

中
に
与
え
る
影
響

は

莫
ば
く

大
だ
い

に
な
っ
た

と
語
る
川
人
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第３章 拡 張 ①

秋
山
健
太
郎
氏
（
自
民
、
午

前

時
）
鈴
木
敦
子
氏
（
リ
ベ

ラ
ル
、
同

時

分
）
牛
木
義

氏
（
自
民
、
午
後
１
時

分
）

久
保
田
順
一
郎
氏
（
同
、
同
２

時

分
）
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高
崎
・
閉
館
の
ニ
ュ
ー
サ
ン
ピ
ア

年度完了目標

公
立
小
中
普
通
教
室

冷
房
の
設
置
率

％
県

内

県
内
公
立
小
中
学
校
の
普
通

教
室
の
冷
房
設
置
率
は
９
月
１

日
時
点
で

・
５
％
だ
っ
た
こ

と
が

日
、
文
部
科
学
省
の
ま

と
め
で
分
か
っ
た
。
特
別
教
室

は

・
３
％
、
体
育
館
な
ど
は

５
・
３
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

ま
と
め
に
よ
る
と
、
普
通
教

室
は
６
２
３
５
教
室
の
う
ち
６

２
０
２
教
室
で
導
入
が
完
了
。

導
入
率
は
２
０
２
０
年
の
前
回

調
査
時
と
同
じ
だ
っ
た
。

特
別
教
室
の
導
入
率
は
前
回

年
よ
り
６
・
４
㌽
増
、
体
育

館
な
ど
は
同
３
・
６
㌽
増
。

小
中
学
校
の
普
通
教
室
で
設

置
率
が
１
０
０
％
で
は
な
い
の

は
、
夏
も
比
較
的
涼
し
い
沼
田

（

・
４
％
）
、
長
野
原
（

・
４
％
）、草
津
（

・
５
％
）

の
３
市
町
だ
っ
た
。
幼
稚
園
と

高
校
、
特
別
支
援
学
校
の
普
通

教
室
は
い
ず
れ
も
１
０
０
％
に

達
し
た
。

小
中
学
校
の
普
通
教
室
の
冷

房
設
置
率
は
、
都
道
府
県
別
で

は

都
府
県
が
１
０
０
％
を
達

成
。全
国
平
均
は

・
７
％
で
、

設
置
率
が
最
も
低
い
の
は
北
海

道
の

・
５
％
だ
っ
た
。

今
春
閉
館
し
た
ホ
テ
ル
・
ス

ポ
ー
ツ
施
設
「
ニ
ュ
ー
サ
ン
ピ

ア
」
（
高
崎
市
島
野
町
）
の
跡

地
に
、
駒
井
病
院
（
同
市
矢
島

町
）
が
移
転
新
築
す
る
こ
と
が

日
、
分
か
っ
た
。
築

年
が

経
過
し
た
建
物
も
あ
り
、
地
域

医
療
の
維
持
に
向
け
て
施
設
を

一
新
す
る
。
２
０
２
５
年
度
中

の
移
転
完
了
を
目
指
す
。

営
業
を
続
け
て
い
る
ゴ
ル
フ

練
習
場
を
除
く
約
３
万
３
千
平

方
㍍
の
土
地
を
、
病
院
を
運
営

す
る
医
光
会
（
同
）
が
取
得
し

た
。
階
数
な
ど
は
未
定
だ
が
、

現
在
と
同
規
模
の
約
１
０
０
床

を
設
け
る
見
通
し
。
併
設
す
る

介
護
老
人
保
健
施
設
の
和
光
園

（
１
０
０
床
）
も
移
転
す
る
。

ニ
ュ
ー
サ
ン
ピ
ア
跡
地
と
現
在

の
病
院
と
の
距
離
は
１
㌔
弱
。

病
院
は
１
９
８
１
年
に
開
院

し
た
。
地
域
の
高
齢
者
医
療
の

拠
点
と
し
て
、
認
知
症
治
療
や

人
工
透
析
に
特
化
し
て
い
る
。

移
転
後
は
、
屋
外
を
散
策
で

き
る
ス
ペ
ー
ス
な
ど
患
者
の
生

活
の
質
を
高
め
る
施
設
や
設
備

も
設
け
る
。
医
光
会
の
駒
井
太

一
理
事
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
高

齢
者
医
療
と
認
知
症
ケ
ア
、
慢

性
腎
臓
病
の
治
療
を
通
じ
て
地

域
医
療
に
貢
献
し
た
い
」
と
話

し
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
サ
ン
ピ
ア
は
、
旧
社

会
保
険
庁
設
立
の
群
馬
厚
生
年

金
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
サ
ン

ピ
ア
高
崎
」
と
し
て

年
に
開

業
し
、
２
０
０
９
年
に
民
間
運

営
に
な
っ
た
。
ホ
テ
ル
に
ア
イ

ス
ス
ケ
ー
ト
場
や
プ
ー
ル
を
併

設
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
で
宴
会
や
会
議

の
利
用
が
減
り
、
今
年
３
月
末

で
営
業
を
終
え
た
。

関
越
道
高
崎
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）
に
近
い
好
立
地

で
、
跡
地
利
用
の
行
方
が
注
目

さ
れ
て
い
た
。

（
丸
山
卓
郎
）
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医
療
費
未
収

万
円

県
立
４
病
院

21
年
度
末
で

県
立
４
病
院
で
患
者
が
未
払

い
の
医
療
費
が
２
０
２
１
年
度

末
時
点
で
累
計
６
６
５
１
万
円

に
上
る
こ
と
が

日
、
県
の
ま

と
め
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
対

策
強
化
を
背
景
に
、
過
去
最
大

だ
っ
た

年
度
末
の
累
計
１
億

３
０
１
万
円
か
ら
４
割
近
く
減

っ
た
も
の
の
、
多
額
の
医
療
費

が
回
収
で
き
て
い
な
い
。

県
病
院
局
に
よ
る
と
、
未
収

金
額
の
内
訳
は

年
度
末
時

点
で
、
が
ん
セ
ン
タ
ー
２
８
４

７
万
円
、
心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー

２
０
７
１
万
円
、
精
神
医
療

セ
ン
タ
ー
１
１
７
３
万
円
、
小

児
医
療
セ
ン
タ
ー
５
５
９
万

円
。医

療
費
の
未
収
金
は
、
適
切

に
支
払
っ
て
い
る
患
者
と
の
公

平
性
の
確
保
や
、
病
院
経
営
の

健
全
化
の
観
点
か
ら
長
期
的
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
県
は

年
か
ら
徴
収
員
を
配
置
し
、
患

者
の
自
宅
を
訪
問
す
る
な
ど
対

策
を
強
化
。
経
済
状
況
に
応
じ

て
分
割
納
付
を
案
内
し
た
り
、

電
話
や
文
書
で
督
促
し
た
り
し

て
い
る
。

た
だ
、
未
収
金
の
多
く
は
患

者
の
生
活
困
窮
に
よ
る
も
の

で
、
本
人
が
亡
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
り
、
分
割
納
付
の
た
め

に
回
収
に
時
間
が
か
か
っ
て

い
る
こ
と
も
背
景
に
あ
る
と

い
う
。

県
病
院
局
は
「
特
に
入
院
費

は
高
額
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い

た
め
、
発
生
を
防
止
し
、
回
収

率
を
上
げ
た
い
」と
し
て
い
る
。

県
議
会
一
般
質
問
で
薬
丸
潔

氏
（
公
明
）
に
対
し
て
明
ら
か

に
し
た
。

（
稲
村
勇
輝
）

県
内
新
規
陽
性

人

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
で
、
県
と
前
橋
、
高
崎
両
市

は

日
、
新
た
に

歳
未
満
〜

代
の
９
０
７
人
の
陽
性
が
判

明
し
た
と
発
表
し
た
。
県
内
の

感
染
確
認
は
累
計

万
５
１
９

１
人
（
う
ち
４
６
５
人
死
亡
）

と
な
っ
た
。

９
０
７
人
の
う
ち
、
医
療
機

関
を
受
診
せ
ず
自
己
検
査
で
陽

性
が
判
明
し
、
県
健
康
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し

た
人
は

人
い
た
。

新
た
な
ク
ラ
ス
タ
ー
（
感
染

者
集
団
）
と
し
て
、
前
橋
市
内

の
医
療
機
関
で
患
者
と
職
員

計

人
の
感
染
が
確
認
さ
れ

た
。

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

（１） 明治20年創刊 （日刊）(令和４年)

９

（１） 明治20年創刊 （日刊）(令和４年)

９


